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川崎市におけるヒートアイランド現象の実態調査（2004年度） 

Fact-finding of Heat Island Phenomenon in Kawasaki City 
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要 旨 

 2004 年度は、川崎市内のヒートアイランド現象の実態調査を行うために、市内 18 か所の小学校にデータロガ付

温湿度計を設置し、基礎となる気温測定を実施した。この気温測定結果をもとに、気温分布図を作成し、さらに時

刻別平均気温の経時変化、月平均の気温差、０℃未満の時間数等について、それぞれまとめた。 

８月の気温分布については、日中は川崎区、幸区、中原区、多摩区で気温が高く、明け方は、内陸（北西）へ向

かう程気温の低くなる傾向を示した。また、９月以降の月ごとの気温分布については、日中は市平野部で気温が高

く、明け方は臨海部寄りの地域で気温が高く内陸（北西）へ向かう程気温の低くなる傾向を示した。 

 また、各月の月平均の気温差（14時の月平均気温－６時の月平均気温）について、区ごとに比較したところ、気

温差が川崎区で最も小さく、幸区と中原区でも小さいことがわかった。最も気温差が大きい地域は、多摩区であっ

た。 
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１  はじめに 

都市化の進行に伴い、その他の地域に比べて都市部の

気温が上昇するというヒートアイランド現象が問題視さ

れており、人工排熱の増加、土地利用による都市構造、

気象等さまざまな影響を受けていると考えられている1)。 

川崎市域においてもその影響は大きく、当研究所では、

本市におけるヒートアイランド対策に向けた地域特性の

把握を目的に、熱分布の観点から、気温分布や人工排熱

調査（2005年実施予定）等に取り組んでいる。その一環

として、2004年度は気温分布の実態調査を開始したので

報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査地点 
                           

* 環境局公害監視センター 

 

表１ 調査地点 

所在地名称 番号 調査期間 

大師小学校 1 2004/7/22～2005/3/31 

桜本小学校 2 2004/7/22～2004/8/13, 2004/9/9～2005/3/31

小田小学校 3 2004/7/22～2004/8/13, 2004/9/9～2005/3/31

南河原小学校 4 2004/7/22～2004/8/13, 2004/9/9～2005/3/31

小倉小学校 5 2004/7/22～2005/3/31 

苅宿小学校 6 2004/7/22～2004/8/13, 2004/9/9～2005/3/31

西丸子小学校 7 2004/7/22～2004/8/13, 2004/9/9～2005/3/31

久本小学校 8 2004/8/16～2005/3/31 

久末小学校 9 2004/7/22～2005/3/31 

西有馬小学校 10 2004/7/22～2004/8/13, 2004/9/9～2005/3/31

菅生小学校 11 2004/8/16～2005/3/31 

宮崎台小学校 12 2004/8/16～2005/3/31 

登戸小学校 13 2004/7/22～2005/3/31 

南菅小学校 14 2004/8/16～2005/3/31 

長沢小学校 15 2004/8/16～2005/3/31 

千代ヶ丘小学校 16 2004/8/16～2005/3/31 

真福寺小学校 17 2004/8/4～2005/3/31 

栗木台小学校 18 2004/8/4～2005/3/31 
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２  調査方法 

2.1 調査期間及び調査地点 

2.1.1 調査期間 

 2004年７月22日から2005年３月31日とした。表１

に各調査地点における調査期間を示した。 

2.1.2 調査地点 

 表１及び図１に示した。 

2.2 測定方法 

 ７月に市内10か所の小学校の百葉箱にデータロガ付

温湿度計（TMS70UR、タスコジャパン㈱製）を設置し、

８月には市内全体を網羅できるよう、さらに８か所の小

学校を選定し、計18か所で1時間毎の瞬時値の気温を

測定した。 

気温等の分布図は、Surfer８ソフト（Golden Software

社製）を用いて空間補間（Kriging 法）を行い、作成し

た。 

 

３  結果及び考察 

3.1 ８月の気温分布 

 ヒートアイランド現象の一つとして、昼間の高温化と

熱帯夜（日最低気温が25℃以上）日数の増加が挙げられ

る。一般的に気温は日中に最も高くなり、明け方に最も

低くなるので、昼間の高温化をみるために日中の気温が、

熱帯夜日数をみるために明け方の気温がそれぞれ重要と

なる2),3)。 

測定期間（日単位の時系列データ）を通じて最も気温

の高かった時間帯が14時であり、逆に最も気温の低かっ

た時間帯が６時であったため、14時と６時の月平均気温

をそれぞれ日最高気温と日最低気温の月平均の指標とし

て用いた。 

図２に８月（８月17日～８月31日）の14時と６時の

月平均気温分布を示した（測定地点は12か所）。また、

図３に30℃以上の気温が続いた時間数（以下、30℃以上

時間）と熱帯夜日数について、８月（８月 17 日～８月

31日）の分布を示した（測定地点は12か所）。 

 図２より、14時の月平均気温は、川崎区、幸区、中原

区、多摩区で高い傾向にあった。一方、宮前区、高津区、

麻生区は相対的に 14 時の月平均気温が低い傾向であっ

たが、地点11（宮前区）では高い値を示した。 ６時の

月平均気温は、川崎区、幸区、中原区で高く、内陸（北

西）へ向かう程低くなる傾向を示した。 

図３より、30℃以上時間は川崎区で最も長く、幸区、

中原区、多摩区でも長かった。一方、宮前区、高津区、

麻生区は30℃以上時間が短かったが、地点11（宮前区）

では30℃以上時間が長かった。熱帯夜日数は、川崎区で

最も多く、内陸（北西）よりの地域では相対的に少ない

傾向であった。 

図２と図３を比較すると、14時の月平均気温と30℃以

上時間の分布は同じ傾向であった。 

地点１（川崎区）については、14時の月平均気温・６

時の月平均気温ともに高く、かつ30℃以上時間が長く熱

帯夜日数も多かった。 

3.2 夏期の気温の経時変化 

 市内の南部、中部、北部を代表する地点として、地点

１（川崎区）、地点５（幸区）及び地点 13（多摩区）を

選び、比較した。 

図４に、これら３地点の夏期（７月23日～８月31日）

における時刻別平均気温の経時変化を示した。地点１（川

崎区）と地点13（多摩区）をみると、最高気温は概ね同

じレベルであったが、夕方から夜間、早朝にかけての気

温は地点１（川崎区）の方が高く、地点１（川崎区）で

は夕方から夜間、早朝にかけて気温の下がりにくい傾向

であった。一方、地点５（幸区）をみると、地点１（川

崎区）、地点 13（多摩区）と最高気温は概ね同じレベル

であったが、夕方から夜間、早朝にかけての気温は地点

１（川崎区）より低く、地点13（多摩区）より高い傾向

を示した。 

最低気温の高い地点１（川崎区）については、今後よ

り詳細な調査が必要である。 

3.3 ９月～３月の気温分布 

 ９月以降の気温分布をみるため、９月 10 日から３月

31 日における14 時と６時の月平均気温分布を図６、図

７に示した（測定地点は18か所）。９月以降も14時と６

時の月平均気温を用いたのは、前述のとおりそれぞれを

日最高気温と日最低気温の月平均の指標として用いると

ともに、８月と同じ時間帯を用いることにより、８月の

気温分布との比較が容易になると考えたからである。 

図６と図７から、測定期間を通じて14時の月平均気温

は幸区、中原区、多摩区といった平野部（以下、平野部）

で高く、臨海部寄りの川崎区（以下、臨海部寄りの地域）

や丘陵部に位置する宮前区、高津区、麻生区（以下、丘

陵部）では、相対的に低い傾向にあった。一方、６時の

月平均気温は、測定期間を通じて相対的に臨海部寄りの

地域で高く、内陸（北西）へ向かう程低くなる傾向であ

った。８月と比較すると、14 時の月平均気温･６時の月

平均気温ともに同様の傾向であったが、測定地点数が多

く、より詳細な気温分布を確認できた。 

以下、月ごとに14時の月平均気温と６時の月平均気温

ついて、示した。 

3.3.1 14時の月平均気温分布 

 図６から、９月の14時の月平均気温は平野部で高い傾

向にあり、地点７（中原区）と地点11（宮前区）で最も

高い値を示した。10月～２月までみると、14時の月平均

気温の分布傾向は９月と同様であったが、丘陵部では地

点11（宮前区）に変わって地点17（麻生区）で、臨海部

寄りの地域では地点１（川崎区）に変わって地点３（川

崎区）で高い値を示した。３月の14時の月平均気温は、

９月と同様の分布傾向であり、地点７（中原区）と地点

11（宮前区）で高い値を示した。 

3.3.2 ６時の月平均気温分布 

 図７から、９月の６時の月平均気温は臨海部寄りの地

域で高く、内陸（北西）へ向かう程低くなる傾向であっ 
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た。10 月～３月までの６時の月平均気温分布をみると、

９月と同様の分布傾向であったが、10月から１月おいて 

は、地点17（麻生区）に加え、地点11（宮前区）と地点

13（多摩区）で低い値を示す傾向が、２月・３月におい 

ては、地点17（麻生区）に加え、地点14（多摩区）で低 

い値を示す傾向があった。 

3.4 ９月の気温の経時変化 

 測定地点数が18か所となる９月10日から９月30日ま

での時刻別平均気温の経時変化をみたところ、日変化の

傾向がおおよそ４つに分けられることがわかった。 

 図５に、９月（９月10日～９月30日）の時刻別平均

気温の経時変化を示した。図５では代表地点として、地

点１（川崎区）、地点６（中原区）、地点 12（宮前区）、

地点13（多摩区）を比較している。 

図５から、地点１（川崎区）と地点13（多摩区）を比

較すると、地点13（多摩区）の14時と15時の気温が高

かったものの最高気温は概ね同じレベルであった。しか

しながら、夕方から夜間にかけての気温の降下は地点１

（川崎区）では小さい。また、地点６（中原区）はすべ

ての時刻で気温の高い傾向にあった。 

地点12（宮前区）は、８月以降に多くが調査の対象と

なった丘陵部（宮前区、高津区、麻生区）を代表する測

定地点であり、すべての時刻で気温の低い傾向にあった。 
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図６ 14時の月平均気温分布（９月10日～３月31日） 
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3.5 各区の14時と６時の月平均気温比較と月別推移 

 ヒートアイランド現象の特徴として、最高気温が上が

るよりも最低気温が下がりにくくなる傾向がある。この

ため、14時と６時の月平均気温をそれぞれ日最高気温と

日最低気温の月平均の指標として用い、各区の14時と６

時の月平均気温の比較を行った。なお、各区の14時と６

時の月平均気温は各測定地点（18か所）の14 時と６時

の月平均気温を区ごとに平均した値である。 

 図８と図９に 14 時と６時の各区の月平均気温の月別

推移を示した（９月10日～３月31日）。14時の月平均

気温は、区ごとに比較した際、すべての月で気温差が小

さいのに対し、６時の月平均気温は冬季になるにつれ、

区ごとでの気温差が大きくなることがわかった。 

 続いて、図10に14時の月平均気温から６時の月平均

気温を引いた月平均の気温差を区ごとに比較し、月別推

移として示した。月平均の気温差（14時の月平均気温－

６時の月平均気温）は、すべての月において川崎区で最

も小さく、幸区と中原区でも同様に小さかった。最も月

平均気温差が大きい地域は、多摩区であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 14時の月平均気温 比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ ６時の月平均気温 比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 気温差（14時の月平均気温－６時の月平均気温） 

比較の月別推移 

 

 

3.6 冬期の気温分布 

 ヒートアイランド現象の指標として、30℃以上時間や

熱帯夜日数増加の他に、冬季における冬日（最低気温が

０℃未満の日）の減少がある。 

 図11に冬期（１月１日～２月28日）における０℃未

満の時間数分布を示した。なお、０℃未満の日数（冬日）

ではなく、時間数としたのは、日数ではなく時間数とす

ることにより、詳細に実態を反映できると考えたからで

ある。 

 ０℃未満の時間数は、臨海部寄りの川崎区で短く、内

陸（北西）へ向かう程長くなる傾向であった。これは、

各月の６時の月平均気温の分布傾向と一致していた。 

また、地点11（宮前区）、地点17（麻生区）では０℃

未満の時間数が長く、各月の６時の月平均気温の中でも、

特に10月～1月の気温分布と同様の傾向を示した。 
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図11 ０℃未満の時間数分布（１月１日～２月28日） 
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1)  ８月（８月17日～８月31日）の14時と６時の月平

均気温分布についてみたところ、日中は相対的に川崎

区、幸区、中原区、多摩区で気温が高く、明け方は内

陸（北西）へ向かうほど気温の低くなる傾向を示した。 

(月) 2)  夏期（７月23日～８月31日）の時刻別平均気温の

経時変化をみたところ、地点１（川崎区）は夕方から

夜間、早朝にかけて気温の下がりにくい傾向であった。 

3)  ９月10日～３月31日の14時と６時の月平均気温分

布についてみたところ、日中は幸区、中原区、多摩区

といった平野部で気温が高く、明け方は臨海部寄りの

川崎区で気温が高く内陸（北西）へ向かう程気温の低

くなる傾向を示した。 
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4)  ９月（９月10日～９月30日）の時刻別平均気温の

経時変化をみたところ、日変化の傾向がおおよそ４つ

に分けられることがわかった。 (月) 
5)  ９月10日～３月31日について、各月の月平均の気

温差（14時の月平均気温－６時の月平均気温）を区ご

とに比較したところ、川崎区が最も小さく、幸区と中

原区でも同様に小さいことがわかった。最も気温差が
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大きい地域は、多摩区であった。 

6)  冬期（１月１日～２月28日）における０℃未満の時

間数は、臨海部寄りの川崎区で短く、内陸（北西）へ

向う程長くなる傾向であった。 

 

今後は、本市におけるヒートアイランド対策に向けた

地域特性の把握を目的に、気温分布の実態調査を継続し

て行うとともに、市内における人工排熱調査を合わせて

行う予定である。 
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